
職場定着支援助成金の活用について
～腰痛災害防止のための介護設備・機器導入～

１．助成金活用のきっかけ及び助成金の名称
２０１６年、入浴支援に伴う支援者への身体的負担を軽減する為
リフト付きシャワーキャリーを導入することを計画。
機器導入に関する補助金を探すも見つけることができず、
福祉機器を取り扱う業者さんに相談し
当該助成金に関する情報を得て申請した。
助成金名称は「職場定着支援助成金（介護福祉機器等助成）」

事業者ロゴ

事業者名：社会福祉法人ロザリオの
聖母会 ナザレの家あさひ
業界・業種：保健衛生業
従業員規模：300～
地域：千葉県

２．助成金の概要と効果
☆概要☆
機器代金の１/２の額を補助（一法人上限３００万円）
例）購入金額が2,250,000円×1/2＝1,125,000円
但し、同一法人で既に助成を受けていた場合は、差額を補助。（他施設が既に
2,000,000円の助成を受けていた場合、3,000,000万－2,500,000円＝500,000円（助
成金上限額）となるため、助成金額は500,000円のみとなる）
⇒ 申請書等の作成や資料の準備などに係る負担感は？➡助成金担当者が速やかに
対応してくださったため、スムーズに申請することが出来た。

３．課題
★当該助成金の上限額が一法人で３００万円➡法人内での情報共有が必要
★計画期間及び対象となる介護福祉機器が決まっている➡機器の金額などを含めて
事前に確認が必要
★機器以外の補助は非該当になる為機器代以外の経費は自己資金➡資金繰りの検討
が必要
４．おすすめポイント
労働環境の改善や腰痛による離職者を減らしたいと考えており、移乗や入浴支援な
ど常に身体介護が想定される施設・事業所は、当該助成金の活用は有意義なのでは
と思います。

☆効果☆
機器導入後、腰痛を理由とする退職者は無➡労働環境の改善と労働災害の軽減に
つながった。


